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オンライン授業の風景

● 議長あいさつ �
● 定例会 （一般会計補正予算、他）�
● 議会活動報告（各委員会記事、他） �
● 一般質問（4 人が問う） �
● 議案等の質疑（道志の湯 65 歳以上無料化、他） �
● あの一般質問は今（役場庁舎建て替え、他 ）   �  

● 紹介（東部猟友会都留支部道志分会 ）   �  

● がんばる人紹介（道志村漁業協同組合 平賀一彦さん） �
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コ
ロ
ナ
対
策
と
議
会
改
革
に
取
り
組
む

村
議
会
議
長　
出　

羽　

和　

平

　

議
長
就
任
に
あ
た
り
一
言

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
月
村
議
会
臨
時
会
に

お
い
て
村
議
会
議
長
に
推

挙
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
重

責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
小
康

状
態
と
な
り
、
本
格
的
な

社
会
経
済
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
第
二
波
の
感
染

拡
大
防
止
に
備
え
た
準
備

が
必
要
で
あ
り
、
今
後
は

村
当
局
と
連
携
し
対
応
し

て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

議
員
活
動
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
村
議
会
と
し
て
村

民
の
皆
様
の
多
様
な
意
見

を
踏
ま
え
、
執
行
機
関
に
対

し
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
役
割

を
果
た
す
と
共
に
、
一
方
で

政
策
提
言
を
行
う
な
ど
村

政
推
進
の
役
割
を
果
た
し

て
い
き
ま
す
。

　

新
た
な
議
会
構
成
で
の
ス

タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
議
員
各

位
と
今
後
の
議
会
活
動
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。
以
前

か
ら
進
め
て
き
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
推
進
し
、
ペ
ー
パ

レ
ス
化
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
情
報
の
共
有
に
取
り

組
み
事
務
の
効
率
化
を
進
め

ま
す
。
各
委
員
会
に
お
い

て
、
活
発
な
活
動
を
展
開
し

議
員
間
討
議
を
行
い
、
村
当

局
に
対
し
政
策
提
言
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
地
方
議
会

で
は
、
議
員
の
な
り
て
不
足

が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
議
会

報
告
会
を
開
催
し
、
村
民
の

皆
様
と
意
見
交
換
す
る
こ

と
で
、
村
民
の
代
表
と
し

て
、
そ
の
意
見
を
行
政
に
届

け
る
と
共
に
情
報
発
信
す

る
な
ど
議
会
改
革
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
し
議
長
就
任
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

杉本 孝正 白井 勝光 佐藤 光栄

大田 博文出羽 和平池谷 銀重佐藤 喜章

山口 章

佐藤 徹

佐藤 進

委員会名 委員長 副委員長 委員

総務文教常任委員会 佐藤   徹 杉本   孝正
白井   勝光 出羽   和平
池谷   銀重

建設厚生常任委員会 大田   博文 佐藤   喜章
佐藤   光栄 山口   章

佐藤   進
広報常任委員会 杉本   孝正 山口   章 佐藤   徹 佐藤   喜章
議会運営委員会 佐藤   喜章 佐藤   徹 大田   博文 杉本   孝正

あたらしい
議会構成

議長

出羽   和平
副議長

池谷   銀重
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6 月
定例会

おもな審議事項

新型コロナウイルス感染症対策に

より、村議会議員報酬の減額を可決

●報告
・令和元年度道志村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告を受けました。

●変更（説明を受け可決した）
・道志村過疎地域自立促進計画の変更について

●諮問
・人権擁護委員の候補者の推薦について意見を求める件を可決

●同意
・道志村農業委員会委員 6 名の任命に同意

　6 月定例会は 6 月 16 日から 19 日まで開催され、報告（1 件）、変更（1 件）、条例改正（６件）、

一般会計補正予算、特別会計補正予算（各 1 件）、諮問（1 件）、同意（6 件）を原案通り可決承認し

ました。また、今回の一般質問は、初日に４名が一問一答方式で行い、活発な質疑が行われました。

●令和 2 年度道志村一般会計補正予算（第 2 回）を可決
・国庫補助金　　　　　　　　　       　　　　　　

・繰 越 金

�  4,577,000 円

 �  10,727,000 円
お も な 財 源

（ 補 正 分 ）

・民 生 費

・土 木 費

・教 育 費

・そ の 他

（道志の湯 65 歳以上無料化） �  4,200,000 円

（残土処理場） �  2,200,000 円

（学校教育 ICT 環境整備推進）�  6,062,000 円

（林業振興費、他）�  2,842,000 円

おもな使いみち
（ 補 正 分 ）

●条例の改正　合計 6 件を可決
・議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正することについて

・特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例

・道志村税条例の一部を改正する条例

・道志村重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例

・道志村国民健康保険条例の一部を改正する条例

・道志村介護保険条例の一部を改正する条例
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佐藤 一仁さん 村政功労賞を受賞

第2回
臨時会

新型コロナウイルス感染症
防止支援事業を可決

　第 2 回臨時会が 5 月 14 日に開催され、専決処分の承認（２件）、契約案件の可決（1 件）、令

和 2 年度一般会計補正予算、特別会計補正予算（各 1 件）、同意（1 件）を可決承認しました。

●承認（専決処分の報告を受ける）2 件
・道志村税条例の一部を改正する条例

・令和元年度道志村一般会計補正予算（第 6 回）

●同意
・道志村監査員（大田博文議員）の選任を同意

●令和 2 年度道志村一般会計補正予算（第 1 回）を可決
・特別定額給付金給付事業

・ふるさとづくり事業費

（一人 10 万円給付） �  167,590,000 円

（お米・マスク・アルコール配布） �  7,421,000 円
おもな使いみち

（ 補 正 分 ）

●村道久保・秋山線災害復旧工事第 2 号箇所（明許）請負工事契約を可決

●令和 2 年度道志村国民健康保険診療所特別会計補正予算（第 1 回）可決

おもな審議事項

　佐藤一仁さんが村議会議員として、3 期 12 年勤め村政功労

賞を受賞しました。

　平成 12 年 4 月、初当選以来一期目には市町村合併など諸

問題に尽力し、二期目には議会選出監査委員として村政全般

に対しチェック機能を果たしました。平成 28 年に再度当選

すると二期 8 年の経験を生かし村政発展に貢献されました。

　この度の受賞まことにおめでとうございます。今後のご活

躍をお祈りします。
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● 建設厚生常任委員会 令和 2 年 6 月 5 日

　新議会になり初めての建設厚生常任委員会
を３時より開催しました。
　今年度の活動方針、12 月に村への提言書提

出に向けての意見交換を行い、今後の委員会
活動を活発にしていくことを全員で共有しま
した。

議会活動報告

● 長崎知事を表敬訪問 令和 2 年 6 月 10 日   

　新議員 9 名と村長、副村長、教育長の 13
名で知事を表敬訪問しました。
　413 号線の強靭化対応、村医の確保、新型
コロナウイルス対策でのオンライン授業つい
ての話題が出ました。
　知事との有意義な意見交換が出来ました。

● 総務文教常任委員会 令和 2 年 5 月 28 日、6 月 4 日

　役場２階会議室において、議員全員による
研修会を実施しました。5 月 28 日午前は総

務課よる所管事務について午後は山梨県町村
議会議長会の大芝事務局長を迎え「議会・議
員の責務と議会運営」について研修し、６月
４日は住民健康課・産業振興課・ふるさと振
興課・教育委員会の所管事務について研修し
ました。今後の議員活動に役立ててまいりま
す。説明のため各課の課長や職員には大変お
世話になりました。

● 山梨県町村議会議長会会長に就任（出羽和平議長） 令和 2 年 5 月 18 日

　令和２年度第１回県町村議会議長会議が自
治会館で開催されました。任期満了に伴う役員
改選が行われ、出羽和平議長が会長に選任さ
れ就任しました。
　任期は令和４年度の第１回県町村議会議長
会議までです。

長崎知事を表敬訪問
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佐
藤

　
村
独
自
の
支
援
金
の

支
給
は

総
務
課
長

　

国
、
県
の
支
援
状
況
に
よ

り
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
子
育
て
家
庭
に
限
っ

た
現
金
支
給
は
？

総
務
課
長

　

す
で
に
い
ろ
い
ろ
の
支

援
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
国
、
県
の
支
援
状
況
に

よ
り
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
第
二
波
が
来
る
こ
と

を
想
定
し
て
の
役
場
職

員
の
事
務
体
制
は

総
務
課
長

　

平
成
27
年
6
月
に
策
定
し

た
、「
道
志
村
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計

画
」を
本
年
4
月
に
改
訂
し
、

「
道
志
村
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
感
染
症
対
応
業
務
継

続
計
画
」
を
6
月
に
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
感
染

症
対
応
時
の
業
務
対
応
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
計

画
に
従
い
、
発
生
段
階
に
応

じ
、
業
務
の
継
続
、
縮
小
、

休
止
等
を
判
断
し
、
職
員
配

置
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
診
療
所
の
医
療
体
制
は

住
民
健
康
課
長

　

村
民
に
支
障
の
な
い
よ

う
診
療
し
て
お
り
ま
す
。
新

年
度
派
遣
医
師
確
保
の
た

め
、
県
医
務
課
に
要
請
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
道
の
駅
「
ど
う
し
」

の
対
策
は

産
業
振
興
課
長

　

現
在
実
施
し
て
い
る
対
策

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
内

容
は
、
出
社
前
に
検
温
し
発

熱
も
し
く
は
体
調
不
良
時
は

今
後
は
月
夜
野
側
の
子
ッ
沢

に
橋
梁
を
か
け
、
完
成
後
の

橋
梁
を
基
地
と
し
て
月
夜
野

側
か
ら
ト
ン
ネ
ル
掘
削
を
進

め
る
計
画
で
す
。

Ｑ
供
用
開
始
の
予
定
は

産
業
振
興
課
長

　

予
算
の
都
合
な
ど
に
よ
り

工
事
期
間
が
変
動
す
る
た
め

正
確
な
こ
と
は
お
答
え
で
き

な
い
。�

（
再
質
問
あ
り
）

出
社
し
な
い
。
ま
た
、

同
居
人
に
発
熱
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
も
同

様
措
置
、
そ
の
他
マ

ス
ク
着
用
、
手
洗
い
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な

ど
を
こ
ま
め
に
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

館
内
の
対
策
は
、

レ
ジ
に
透
明
シ
ー
ト

を
設
置
、
レ
ジ
待
ち

客
の
距
離
を
離
す
。

客
席
で
は
密
を
避
け

る
た
め
テ
ー
ブ
ル
の

数
を
減
ら
し
、
換
気
の
徹
底

を
す
る
。
ま
た
、
第
２
、
第

３
駐
車
場
を
閉
鎖
し
来
場
者

の
制
限
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
野
原
・
大
渡
・
月
夜

野
バ
イ
パ
ス
は

産
業
振
興
課
長

　

県
管
轄
事
業
な
の
で
県
に

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
現

在
は
、
大
渡
の
残
土
処
理
場

の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
が

佐藤喜章 議員

一 般 質 問

大渡の残土処理場

Ｑ
Ａ

新型コロナ感染症、村の追加対策は
国、県の支援状況により対応検討
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新型コロナ感染症による役場業務
の影響は
やまゆりセンター会議室を仕事
環境に整備し対応杉本孝正  議員

一 般 質 問

杉
本

　
コ
ロ
ナ
対
策
で
在
宅

勤
務
が
実
施
さ
れ
た
が

影
響
は

総
務
課
長

　

会
議
や
事
業
に
つ
い
て
延

期
や
中
止
の
処
置
を
と
り
、

事
業
執
行
に
支
障
の
な
い
よ

う
に
努
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
在
宅
で
行
う
に

は
限
界
が
あ
り
、
や
ま
ゆ
り

セ
ン
タ
ー
会
議
室
を
仕
事
環

境
に
整
備
し
て
対
応
し
ま
し

た
。
ま
た
、
窓
口
業
務
は
制

限
す
る
こ
と
な
く
対
応
で
き

ま
し
た
。

Ｑ
災
害
時
の
避
難
所
設

置
の
見
直
し
は

総
務
課
長

　

職
員
に
は
事
前
説
明
を
徹

底
し
、
各
避
難
所
に
は
感
染

予
防
資
材
を
準
備
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
3
密
を
避
け
る
た

め
収
容
人
数
を
決
め
、
避
難

所
で
の
感
染
対
策
を
周
知
徹

底
し
ま
す
。

Ｑ
道
の
駅
を
活
用
し
た

買
い
物
環
境
の
進
捗
は

産
業
振
興
課
長

　

コ
ン
ビ
ニ
数
社
か
ら
の
提

案
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
リ

ス
ク
が
高
く
、
独
自
の
販
売

ル
ー
ト
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
に

近
い
形
態
の
店
舗
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

Ｑ
小
中
学
校
臨
時
休
校

に
よ
る
学
習
計
画
等
の

影
響
は

教
育
課
長

　

諸
行
事
に
お
い
て
も
学
習

面
に
お
い
て
も
当
初
の
計
画

通
り
に
進
ん
で
い
な
い
現
状

で
す
。

　

年
度
当
初
に
予
定
し
て
い

た
学
習
内
容
を
本
年
度
中
に

全
て
終
了
す
る
た
め
、
小
、

中
共
に
毎
週
水
曜
日
を
6
時

使
用
し
双
方
向
で
児
童
生
徒

と
教
員
が
、
お
互
い
に
顔
を

見
て
会
話
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
、
教
育
委
員
会
か
ら

提
案
し
、
学
校
、
保
護
者
の

協
力
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

課
題
は
音
声
が
途
切
れ
る
、

画
像
が
乱
れ
る
等
の
現
象
が

あ
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ
メ
ラ
等
の

購
入
費
を
補
正
予
算
要
求
し

て
お
り
ま
す
。（
再
質
問
あ
り
）

間
に
増
や
し
授
業
を
実
施
す

る
ほ
か
、
夏
休
み
を
7
日

間
、
冬
休
み
を
4
日
間
短
縮

し
授
業
時
間
の
確
保
を
行
い

ま
す
。

Ｑ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
導

入
の
経
緯
と
課
題
は

教
育
課
長

　

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

オンライン授業の様子

Ｑ
Ａ
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老朽化した村道、農道等の整備は
交通量や重要度を考慮し整備

Ｑ
Ａ 池谷銀重 議員

池
谷

　
老
朽
化
し
た
村
道
、
農

道
の
地
域
よ
り
改
修
要

求
が
出
て
い
る
。
工
事
決

定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は

産
業
振
興
課
長

　

産
業
振
興
課
か
ら
当
初
予

算
で
要
望
し
、
村
長
・
財
政

担
当
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

予
算
規
模
や
優
先
度
等
を
考

慮
し
な
が
ら
決
定
し
ま
す
。

Ｑ
㈱
ど
う
し
の
人
事
権
は

産
業
振
興
課
長

　

㈱
ど
う
し
の
代
表
取
締

役
社
長
に
あ
り
ま
す
。

Ｑ
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
は
ど
ん
な
施
設
で
、

移
住
定
住
者
の
増
加
に

繋
が
る
の
か

村
長

　

情
報
通
信
関
連
企
業
や

フ
リ
ー
の
技
術
者
な
ど
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

た
自
由
な
働
き
方
を
本
村

で
実
現
で
き
る
よ
う
整
備

し
た
も
の
で
、
本
村
で
の
生

活
基
盤
を
確
立
し
雇
用
に

よ
る
定
住
対
策
が
図
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
道
志
茶
屋
が
地
域
密

着
型
通
所
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
変
わ
っ

た
理
由
は

住
民
健
康
課
長

　

村
唯
一
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
で
あ
り
、

多
く
の
要
介
護

認
定
者
が
利
用

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
運
営

が
で
き
る
よ
う
、
利
用
定
数

18
名
の
地
域
密
着
型
通
所

介
護
（
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

に
移
行
し
ま
し
た
。

（
利
用
者
数
が
増
え
て
く
れ
ば
早

期
に
利
用
者
定
数
25
名
に
戻
す
）

（
再
質
問
あ
り
）

し
て
い
る
が
利
用
者
定
数

25
名
で
利
用
者
平
均
15
名

の
運
営
状
況
で
は
利
用
料
、

稼
働
率
の
減
少
に
よ
る
ス

タ
ッ
フ
の
勤
務
状
態
に
影

響
が
出
る
こ
と
か
ら
。
今
後

も
要
介
護
認
定
者
が
継
続

し
て
利
用
で
き
、
安
定
し
た

老朽化した現況路面

サテライトオフィス

道志茶屋

一 般 質 問
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現在の職については
村民の豊かな生活の実現

Ｑ
Ａ佐藤光栄  議員

一 般 質 問

佐
藤

　
村
長
は
何
故
現
在
の

職
を
選
択
し
た
の
か
、
ま

た
現
在
の
職
が
村
民
の

た
め
に
な
っ
て
い
る
か

村
長

　

山
あ
い
の
村
の
住
民
に

と
っ
て
交
通
網
の
充
実
は
絶

対
に
必
要
な
条
件
で
最
優
先

課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

若
者
が
定
住
し
仕
事
を
し

て
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す

る
た
め
に
も
必
要
で
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
の
整
備
、
道
路

網
の
整
備
も
村
長
と
し
て
の

仕
事
だ
と
考
え
邁
進
し
て
き

ま
し
た
。

　

村
民
の
豊
か
な
生
活
を

第
一
と
考
え
政
治
を
行
っ

て
ま
す
。

Ｑ
現
在
の
職
が
村
民
に

対
し
て
、
公
正
公
平
な

執
行
が
で
き
て
い
る
か

村
長

　

出
来
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
選
挙
公
約
に
つ
い
て

ど
の
程
度
執
行
さ
れ
ま

し
た
か

村
長

　

不
便
な
本
村
に
お
い
て
、

若
者
に
定
住
し
て
欲
し
い
と

い
う
の
が
私
の
思
い
で
す
。　

　

公
約
に
つ
い
て
ト
ン
ネ
ル

建
設
の
推
進
が
大
き
な
も
の

の
一
つ
で
す
。

　

都
留
市
と
協
力
し
期
成
同

盟
を
設
立
し
県
に
働
き
か
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
元
年
、
山
梨
県
よ
り

調
査
費
が
計
上
さ
れ
て
計
画

が
進
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
副
村
長
の
設
置
が
本

当
に
必
要
か

を
発
揮
し
、
村
民
の
皆
さ
ん

に
お
お
い
に
貢
献
し
村
民
に

評
価
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。　

�（
再
質
問
あ
り
）

村
長

　

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
政
治
的
な
経
験

を
活
か
し
、
村
の
た
め
に
力

現在の道坂トンネル
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道志村定住促進住宅建設についてＱ

Ａ 大渡地区建築予定地の農振地区
域解除等の遅れに伴い、建築が
遅れていましたが今年度中の建
築が決定しています。

●今年度建築予定です。

議案等の質疑ＡQ＆

新型コロナウイルスの影響による社会体育施設の
利用について

Ｑ
●感染リスクと施設消毒費用は？

Ａ 新型コロナウイルス感染状況によ
り判断しますが、今は、施設貸出
しの予定がありません。もし感染
者出た場合の施設消毒費用などの
問題もあります。

定住促進住宅建設予定地

村民グラウンド
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オリンピック・パラリンピックのウェルカムボード
設置について

Ｑ

Ａ モニメント関係（デザイン、設置場所等）が 5 月 14 日に IOC で承認、
作成については JOC の指導後に製作に取り掛かる予定です。

●ウェルカムモニメント製作の時期決定は

議案等の質疑ＡQ＆

道志の湯 65 歳以上無料化についてＱ
●道志村民の要望に応えて

Ａ 昨年 12 月より実
施していた道志の
湯 65 歳以上無料
化が、3 月末で終
了する予定でした
が、村民からの無
料化継続要望が多
数あり、補正予算
に 計 上 さ れ 4 月
からも継続してい
ます。

道志の湯

ウェルカムボード設置予定地（道の駅どうし、やまゆりセンター前）
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質
問

答
弁

議会の考え

平
成
28
年
12
月
定
例
会

質
問
新
た
な
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
ポ
ー
ト

建
設
は

答
弁
道
志
村
の
立
地
条
件
か
ら
救
急

時
及
び
災
害
時
の
両
面
を
想
定
し

た
︑
防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
︑

平
成
26
年
度
か
ら
関
係
機
関
及

び
専
門
家
等
で
検
討
し
て
き
ま
し

た
︒
候
補
地
を
中
心
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

役
場
庁
舎
建
て
替
え
に
つ
い
て

平
成
23
年
か
ら
学
校
校
舎
と
役

場
の
建
て
替
え
を
検
討
し
て
お
り

ま
す
︒

平
成
25
年
３
月
役
場
庁
舎
建
設

に
関
わ
る
基
本
条
例
を
設
置
し
︑

基
金
を
開
始
し
ま
し
た
︒

その結果今は

下善之木地区に令和２年８月末日までに完成予定。 用地選定が済み測量に掛り建築準備が進んでおります。

庁舎の老朽化・耐震・防災基地の
面からも早期の建て替えを希望
する。

村としても必要性が高く、議会
でも要望していたヘリポート施
設が、善之木地区に完成します。

建て替えが決まった現庁舎

あの一般質問は今…
平
成
29
年
9
月
定
例
会

ヘリポート建設地

道の駅どうし

ヘリポート建設地
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紹 

介
しょうかい

　

日
頃
よ
り
村
民
の
皆
様

に
は
当
会
の
活
動
に
つ
い
て

多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る

気
候
不
順
の
た
め
、
高
地
で

の
木
の
実
な
ど
の
不
作
、
群

生
の
笹
が
枯
れ
る
な
ど
と

い
っ
た
餌
場
の
減
少
に
よ
り

奥
山
か
ら
人
里
の
近
く
へ
シ

カ
の
生
息
域
が
変
っ
て
き
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
野
生
動

物
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
村

内
各
地
区
か
ら
数
多
く
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
猟
友
会
で
も

毎
週
日
曜
日
に
は
会
員
に
よ

り
管
理
捕
獲
が
行
わ
れ
成
果

が
上
っ
て
い
ま
す
。

　

狩
猟
免
許
の
取
得
者
の
減

少
、
保
有
者
の
高
齢
化
に
加

え
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
山
梨
県

猟
友
会
、
大
月
警
察
署
の
指

揮
の
下
、
各
種
事
業
の
中
止
、

自
粛
要
請
が
出
て
お
り
、
例

年
に
比
べ
厳
し
い
年
で
あ
り

ま
す
が
会
員
一
同
、
安
全
第

一
の
狩
猟
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
引
き
続

き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

水越勇代表が捕獲した猪

東
部
猟
友
会
都
留
支
部
道
志
分
会

水   

越
　
勇

代
表
者認

定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
等

が
捕
獲
を
行
い
ま
す
。

安
全
狩
猟
で
管
理
捕
獲

区　分 H27 H28 H29 H30 R1

シ　　カ 180 202 200 200 200

イノシシ 5 10 10 20 10

近年の管理捕獲数 （頭）

※
管
理
捕
獲
と
は

　

増
え
す
ぎ
た
鳥
獣
を
適
正
な
生
息
頭
数
と
す
る
た

め
、
第
二
種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画
に
基
づ
い
て
行
う

捕
獲
で
す
。
県
や
市
町
村
が
許
可
を
出
し
、
市
町
村

や
委
託
さ
れ
た
（
一
社
）
山
梨
県
猟
友
会
、
認
定
鳥

獣
捕
獲
等
事
業
者
等
が
捕
獲
を
行
い
ま
す
。
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編
集
後
記

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　 

杉
本
　
孝
正
　

　
副
委
員
長
　 

山
口
　
　
章

　
委

員
　 

佐
藤
　
　
徹
　

　
委

員
　 

佐
藤
　
喜
章

　

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
で
5

月
13
日
に
、
現
職
4
名
、
元
職

2
名
、
新
人
4
名
に
よ
る
新
議

会
が
誕
生
し
ま
し
た
。
5
月
14

日
に
は
、
第
2
回
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
新
議
会
編
成
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
伴
い
、
特
別
給
付
金
事
業
、

村
単
独
事
業
の
審
議
を
行
い
早

期
実
施
に
向
け
全
員
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
6
月
定
例
会
で
は
4

名
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
等
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
の
一
般
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。
広
報
委
員
も

一
新
し
「
議
会
だ
よ
り
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
前
任
に
習
い
、

少
し
ず
つ
自
分
た
ち
の
カ
ラ
ー

を
出
し
、
読
み
や
す
く
、
読
ん

で
も
ら
え
る
「
議
会
だ
よ
り
」

に
し
て
い
き
ま
す
。（
杉
本
孝
正
）

がんばる人紹介
観光立村きれいな水

　

川
、
山
、
道
志
村
の
観
光
で
一
番
・

二
番
の
目
玉
で
あ
り
特
に
道
志
川
は
横

浜
市
で
飲
料
水
に
取
水
し
て
い
る
綺
麗

な
水
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
水
で
育
っ
た
魚
、
た
と
え
ば

鮎
・
ヤ
マ
メ
等
は
村
外
か
ら
の
釣
人
た

ち
に
、
関
東
一
の
お
い
し
い
魚
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

村
の
漁
協
で
は
こ
の
川
で
育
っ
た
魚

が
多
く
の
釣
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
、
魚
の
放
流
量
を
多
く
出
来
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
数

年
の
天
候
不
順
、
大
雨
に
よ
る
災
害
に

よ
り
、
魚
の
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
よ

う
思
わ
れ
ま
す
。
な
ん
と
か
魚
が
釣
れ

る
よ
う
に
と
放
流
量
を
ふ
や
し
た
い
の

で
す
が
、
こ
こ
数
年
釣
り
人
口
の
減
少

に
よ
り
入
漁
券
の
売
上
が
伸
び
ず
思
う

よ
う
な
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
の
一
環
で
行
事
を
中
止
し
て
い

ま
す
。

　

村
の
組
合
員
の
皆
様
も
こ
れ
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
き
れ
い
な
道

志
川
を
み
ん
な
で
守
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

稚魚の放流風景

道志村漁業協同組合

組合長　平賀   和彦さん


